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湯
沢
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町
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憲
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ご
み
を
出
さ
な
い
、
つ
く
ら
な
い

尋
向
か
鍮
鍵
醸
　
魏
珍
録
勲

平
成

１２
年
度

に
日
本
国
内

で
緋

出
さ
れ
た

一
般
廃
棄
形
は
５
，
２
３

６
万
ト
ン
。
お
よ
そ
東
京
ド
ー
ム
ー

４
１
杯
分

に
あ
た
る
こ
れ
ら

の
う

ち
、
６
割
強
が
私
た
ち
の
家
庭
か
ら

出
る
ご
み
で
す
。
こ
の
ま
ま
の
ペ
ー

ス
で
ご
み
を
出
し
続
け
れ
ば
、
近

い

将
来

に
は
ご
み
を
捨

て
る
場
所

が

な
く
な

っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
う
な

ら
な

い
た
め
に
、
い
ま
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
。
そ
れ
は
、
毎
日
の
生
活

に

「リ

デ

ュ
ー

ス

（Ｒ

（）
ｄ

ｕ

Ｃ

ｅ
こ

「リ

ユ
ー
ス

（Ｒ

ｅ
ｕ
Ｓ
ｅ
こ

「リ
サ
イ
ク
ル

（Ｒ

ｅ
Ｃ
ｙ
ｃ
ｌ

ｅ
こ

の
３

つ
の
Ｒ
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
す
。

も

の
を
買
う

と
き
、
つ
く
る
と
き
、

ち

ょ

っ
と
し

た

工
夫

で

ご

み

の
出

る
量

を
減

ら

す

こ

と
、
そ

れ

が
リ

デ

ュ
ー
ス
で
す
。

例
え
ば
、
過
剰

に
包
装
さ
れ
た
商

品
や
伎

い
捨
て
製
品
な
ど
、
ご
み
の

出

職
す

い
商
品
を
買
わ
な

い
よ
，

・

に
せ
た
り
、
食

べ
惨
な
ら
食

べ
ら
れ

´
る
量

を
考

え
て
買

っ
た
り
す
る
こ

と
、
ま
た
ド
も

の
を
大
切
に
し
て
長

く
使
う

こ
と
も
リ
デ

ュ
ー
ス
に

つ

な
が
り
ま
す
。　
　
　
．

○

買

い
修

の
際

に
は

「“マ
イ

パ

ッ

グ
」
を
持
参
し
、
レ
ジ
祭
は
断
る

○
過
剰
な
包
装

の
商
品
は
避
け
、
い

ら
な

い
包
装
は
断
る

Ｏ

い
ら
な

い
も
の
を
買
わ
な

い

繰
り
込
し
使
え
る
も
の
を
選
び
、

繰

り
込

し
伎
う

こ
と
。
こ
れ
が
リ

ユ
ー
ス
の
基
本
で
す
。

例
え
ば
、
沈
剤
や
シ

ャ
ン
プ
ー
の

容
器
な
ど
は
、
中
身
を
詰

め
替
え
れ

ば
、
繰
り
込
し
伎
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
特
別
な
加
工
な
し
に
そ

の
ま
ま
再
利
用
で
き
る
リ
タ
ー
ナ

ブ

ル
び
ん
や
レ
ン
ズ
付
き

フ
ィ
ル

ム
な
ど
は
、
リ

ユ
ー
ス
の
優
等
生
。

買

い
修
を
す
る
際
に
は
、
一
うヽ
し
た

も，
の
を
積
極
的

に
選

ぶ
よ
う

に
し

十
亨

し

ょ

つヽ

。

Ｏ
容
春
は
、
中
身
を
詰

め
替
え
て
何

．′‐

度
も
使
う
　
　
　
　
　
　
、

Ｏ

回
収
し
て
線
り
込
し
使
え
る

「リ

ダ
ー
ナ
ブ
ル
容
春
」
の
製
品
を
選

Ｏ

不
要

に
な

っ
た
も
の
は
、
フ
リ
ー

マ
．―

ケ

ッ
ト

や

リ

サ

イ

タ

ル

ｒ
　

ンヽ
ョ
ッ
プ

ヘ

よ
う
、

「識
別

マ
ー
ク
」
に
沿

っ
て
、

き

っ
ち
り
分
別
し
ま
し
ょ
う
。

雑
誌
や
新
聞
は
紙
ひ
も
で
来
ね
、

種
類

の
違
う
紙
は
混
ぜ
な

い
。
び
ん

や
缶
は
中
を
す
す
ぐ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ら
キ

ャ
ツ
プ

と
ラ

ベ
ル
を
取

り
除
く
な
ど
、
ち

ょ
っ
と
し
た
こ
と

が
、
再
生

の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

節
約
と
、
効
率

の
よ

い
リ
サ
イ
タ
ル

に
つ
な
が
り
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
の
特
売
日
、
つ
い
つ
い
あ
れ
も
こ
れ
も
と
買
い
込
ん
で
し
ま
い

が
ち
で
す
。
し
か
し
、
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
食
べ
き
れ
な
い
も

の
、
必
要
の
な
い
も
の
、
買
い
物
の
た
び
に
出
る
包
装
紙
や
容
器
（
そ
し
て
こ

れ
ら
を
入
れ
る
レ
ジ
袋
、
す
べ
て

凛
」
み
」
に
な

っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
こ
う

し
た
ご
み
は
、′私
た
ち
の
生
活
の
う
え
で
の

コ
貝
い
方
」
「使
い
方
」
「捨
て

方
」
を
変
え
て
い
く
こ
と
で
、
簡
単
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

室r

捨

て
れ
ば
ご
み
に
な

っ
て
し
ま

う
も
の
を
、
き
ち
ん
と
分
別
し
て
回

収
し
、
別
の
製
品
の
材
料

と
し
て
再

び
利
用
す
る
こ
と
、
こ
れ
を
リ
サ
イ

ク
ル
と
言

い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
基
本

は
工
し

い

分
別
。
ご
み
を
出
す
前

に
、
自
分

の

住
ん
で

い
る
地
域

の
分
別

の
仕
方

を
調

べ
、
不
要
な
も
の
は
混
ぜ
な

い

Ｒ

ｅ
ｄ

ｕ

ｃ

ｅ

（
リ
デ

ュ
ー

ス
）

て・′■ポ ト,“

7れ′こ

Ｒ

ｅ
ｕ
ｓ
ｅ

（リ

ユ
ー
ス
）

Ｒ

ｅ

ｃ

ｙ
ｃ
ｔ

ｅ

（
リ

サ
イ

ク

ル
）
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お
し
り
を
振
っ
て
ハ
イ
ハ
イ
、
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
の
赤
ち
や
ん

が
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
つ
て
、
ど
ん
な
思
春
期
を
迎
え
る
ん
だ

ろ
う
。
今
の
子
育
て
ガ
ど
ん
な
風
に
関
わ
っ
て
い
く
ん
だ
ろ
う
。

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
過
ご
し
て
き
た
中
学
生
、
高
校
生

の
思
い
出
も
、
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
子
ど

も
の
１０
年
後
を
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

☆
日
時
１０
月
２３
日

（木
）

年
前
１０
時
３０
分
～
正
午

′

☆
場
所
湯
沢
町
公
民
館
　
３
階
会
議
室

☆
テ
ー
マ

「思
春
期
に
つ
な
が
る
子
育
て
」

☆
申
込
期
限

１０
月
１０
日

（金
）

・
＊
申
し
込
み
は
各
保
育
園
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

＊
託
児
が
あ
り
ま
す
。

育
児
講
座
¬

請
演
会
L

☆
講
師
　
　
　
　
　
　
。

山
川

洋
子

氏

（子
育
て
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

☆
間
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ｎ
７
８
０

ｏ
６
１
６
３

☆
対
象
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ

０
歳
～
６
歳
児
の
保
護
者

〉

６５
歳
以
上
の
方
を
対
象

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

町
で
は
、
６５
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
実
施
し
ま
す
。
対
象
者
に
は

「平
成
１５
年
度
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
予
診
票
兼
接
種
券
」
を

送
付
し
ま
す
。
説
明
文
を
よ
く
読

‐

み
、
．理
解
さ
れ
た
上
で
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
接
種
を
受
け
る
こ
と
ヘ

の
義
務
は
な
く
、
あ
く
ま
で
希
望

さ
れ
る
方
に
接
種
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
．

■
接
種
期
間

平
成
１５
年
１０
月
１
　
，
日
が
ち
平
成
１６
年
３
月
３‐
日
ま
で

※
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
Ю

ヽ
月
２７
日
か
ら
１２
月
１７
日
ま
で
の

月

・
水
曜
日
の
午
後
３
時
３０
分
～
４
時
罰
分
及
び
土
曜
日
の
午

前
■
時
～
１１
時
３０
分

■
自
己
負
担
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

１
，
０
５
０
円
　
　
　
　
　
　
　
　
ｆ

■
接
種
方
法

１
回
の
み
接
種

※

「イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
予
診
票
兼
接
種
券
」
は

「医
療
給

付
券
」
で
あ
り
、
誤

っ
て
２
回
以
上
の
予
防
接
種
を
防
ぐ
た
め
に
、

紛
失
さ
れ
て
も
再
発
行
し
ま
せ
ん
。

※
満
６５
歳
未
満
の
接
種
希
望
の
方
も
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
で
自
費

に
よ
り
任
意
で
接
種
で
と
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健
医
療

セ
ン
タ
ー

（肌
７
８
０

●
６
５
４
３
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

．■
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

阻
７
８
４

●
３
１
４
９

09/24～ 30は結核予防週間です 0
かつては 1年間に約 10万人の死者を出す国民病とも言われる病気でしたが、現在は医療や生活
水準の向上により、きちんと治療すれば完治できるようになりました。しかし、結核は今もわが国最
大の感染症です。1日に 97人の新しい患者が発生し、6人が命を落としている状況です。
風邪のようで風邪じゃない 。・・それが結核です。
感染 。発病を知る為には、年に 1回は胸部レントゲン検査を受けましょう。
予防する為には、予防接種 (BCG)が効果的です。生後 3～ 6ケ月に接種することが理想です。ま
た、疲労・睡眠不足・栄養不足により抵抗力が弱まった時に発病するため、日常の健康管理も大切
です。

広報ゆざわ H15.9.28  (2)



心 づく勤の 塵
気分が落ち込んで何もやる気が起きない、眠れない、元気が出ないなど心の健康問題を抱える人が増えてきて
います。ストレスの多い時代で、精神に障害を持つ方も増えてきています。

町では心の健康を大切に考え、毎年このような講座を開催しています。自分自身の心の健康や、誰にでも起こり

うる精神障害について一緒に考えてみませんか。

より多くの方の参加をお待ちしています。

【申込・問い合わせ】

保健センター  TEL 784-3149
湯沢町社会福祉協議会 TEL 784-4111

【申込期限】 10月 3日 (金 )

心 の本日談会のこ!゛案内  ～医師のアドバイスを受けてみませんか～
五日町病院の精神科医師による心の相談会があります。ご本人でも、ご家族の方でもけっこうです。事前
に予約が必要になりますので申し込みください。相談については固くプライバシーがまもられますのでご

安心ください。相談料金は無料ですので、気軽にこの機会をご利用ください。

【相談内容】 最近眠れない日が続く、気分がすぐれずやる気がおきない、お酒についての問題、行動がお

Ⅲ
玉申  込】

Ⅲ

かしい、痴呆について など
10月 1日 (水 )午後 1時 50分～ 3時
総合福祉センター

保健センター T比 784-3149

= lf: i f f f r it::F i = i 工  =:: = f i t「  = = ユ  f! != = =: :fi:iiF :年 , ‐ f!|■ 11`: := 言「 iI■ ユ i汗ユ | =:!言 ■,手 I Iif fi■ iti

【相談日時】
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日 時 会 場 内容・講師など 集合場所 。時間

10月 9日 (木 )

13:30ヘン15:30
総合福祉センター

「心の健康を保つ秘訣」

講師 :ほんだ病院院長 本田 建一 氏
「湯沢町の精神保健の状況」

講師 :保健センター保健師

11月 2日 (日 )

10:0(l～ 12:00

長岡リリックホール

(長岡市 )

「引きこもり依存症ということ」

(日 本嗜癖行動学会への参加)

近年、社会問題化してきた‖引きこもり
‖

に対して“嗜癖の病=依存症‖の観点から
の講演を聴き、今後の方向性を探っていき

ましょう。        ‐′

総合福祉センター玄関前

8:30

11月 6日 (木 )

13:30ヘン15:00
総合福祉センター

「障害者と
Wと
もに生きる地域社会

‖
」

～精神障害者との関わりをとおして～

講師 :精神障害者地域生活支援センター

みなみうおぬま  白井 隆一 氏

H月 25日 (火 )
9:30へ″11:30

精神障害者通所授産施設

「魚野の家」(六日町 )

・魚野の家での体験実習
。座談会f

(講摩に参加しての感想や今後に思うこ
と等)

総合福祉センター玄関前

8:50

12月 上旬 総合福祉センター

「アルコール依存症士ひきこもりについて

考える」    
′(

健康な酒飲みとアルコール依存症の違い、

ひきこもりに対する考え方や支援など

(日時等は後日連絡します。)
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
‥

会
員
に
な
る
に
は
…

,

「今
ま
で
の
経
験
や
技
能
を
生
か
し
て
働
き
た
い
」

「何
ら
か
の
収
入
を
得
た
い
」
「社
会
に
役
立
ち
た
い
ピ

と
い
う
健
康
な
高
齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
を
企

業

・
家
庭

。
公
共
団
体
等
か
ら
引
き
受
け
、
会
員
に

提
供
す
る
県
知
事
許
可
の
公
益
法
人
で
す
。
　

´

南
魚
沼
郡
内
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
６０
歳
以
上
の

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で

も
会
員
に
な
れ
ま
す
。

※
毎
月
第
２
月
曜
日
の
午
前
９
時
３０
分
か
ら

「サ
ン

ラ
イ
ズ
六
日
町
」
で
入
会
説
明
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宛
名
書
き
、
賞
状
書
き
、
草
取
り
、
草
刈
り
、
農
作

業
、
雪
囲
い
、
除
雪
、
庭
木
の
剪
定
、
屋
内
外
清
掃
、

旅
館
や
ホ
テ
ル
の
手
伝
い
、
自
動
車
運
転
な
ど

【問
い
合
わ
せ
】

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

，
湯
沢
町
事
務
所

ＴＥＬ

７

８

４

●

２

８

５

０

六
日
町
事
務
所

阻
７
７
２

●
４
９
７
３

１０
月
１０
日
は
感
謝

の
日

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ｒ
．で
は
、
日
頃
地
域
の
皆

さ
ん
か
ら
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
へ
の
感

謝
と

一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
を
願
い
、
六
日
町
駅
及

び
五
日
町
駅
周
辺
、
ゆ
き
く
に
大
和
総
合
病
院
周
辺
、

塩
沢
町
町
部
宙
路
及
び
周
辺
、
湯
沢
町
国
道
沿
い
舗

道
周
辺
で
除
革
， 清
掃
等
の
奉
仕
活
動
を
行
い
ま
す
。

地
域
の
会
員
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

紅
葉

の
大
源
太
、
大
自
然

を

い

っ
ば

い
も
ら

い
ま
し

ょ
う

！

《
食
べ
る
》

き
の
こ
汁
、
き
の
こ
ご
飯
、
森
の
窯
焼
き
パ
ン
、
山
菜
、
木
の
実
な
ど

の
自
然
の
恵
み
を
味
わ

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

《
創
　
る
》

枝
、
木
の
実
等
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
名
札
、
人
形
の
創
作
、
チ

ェ
ー
ン

ソ
ー
に
よ
る
簡
単
な
背
付
き
椅
子
づ
く
り
の
実
演
販
売
、
一
斗
缶
で
の

炭
づ
く
り
な
ど
自
然
素
材
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

《
感
じ
る
》

聴
診
器
で
聴
く
樹
の
鼓
動
、
森
の
中
で
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
自
然

と
ふ
れ
あ
う
フ
ィ
ー
ル
ド
ビ
ン
ゴ
、
き
の
こ
の
鑑
定
な
ど
、
五
感
で
自

然
と
接
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
《食
べ
る
》
コ
ー
ナ
ー
以
外
は
無
料
で
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
内
容
等
が
変
更
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
は

不
要
で
す
。
直
接
お
い
で
く
だ
さ
い
。

【日
時
】

１０
月
１２
日

（日
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時
３０
分

【場
所
】

大
源
太
キ
ャ
ニ
オ
ン
キ
ャ
ン
プ
場
内

【入
場
料
】

大
人
　
３
０
０
円

子
供
　
２
０
０
円

【問
い
合
わ
せ
】

（財
）
湯
沢
町
都
市
施
設
公
社

阻
７
８
４

●
１
５
１
１

な
仕
事
は
，

′.ヾ

I■|

・
:::::::1入

 !

.―

!.:                                       |デ

|:―

・|・ |・
 'I

・
…む■ ■
ら・
の

お
共▼

ら

.:::夕

ジレ

せ

■iIア

森

感
謝
祭

くるみ狩り (ど 10月 中旬)

大源太キヤニオンキヤンプ場は、くる

み、どんぐり等木の実の成る自然林に覆

われています。自然の中て
い
採取したくる

みのおいしさは、また一味違うはずです。

【入場料】大人 300円、子供 200円

広報ゆざわ H15。 9,28  (4)
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●
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●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●
●
●

く
ら
し
の
無
料
相
談

昭
和
Ｍ
年
１０
月
に
開
催
さ
れ

た
裁
判
所
、
検
察
庁
、
弁
護
士
会

の
三
者
協
議
会
に
お
い
て

「法
の

日
」
の
制
定
が
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
主
権
の
も
と
に
、
自
由
と

正
義
を
守
り
、
世
界
の
平
和
を
維

持
し
、
人
類
の
福
祉
に
貢
献
す
る

こ
と
は
、
日
本
国
民
が
ひ
と
し
く

理
想
と
し
、
念
願
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
法
に
よ

っ
て

個
人
の
基
本
的
人
権
が
守
ら
れ
、

法
に
よ

っ
て
社
会
秩
序
が
確
立

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
国
際
紛
争
も
こ
の
法
の
支
配

の
原
則
に
よ

っ
て
解
決
さ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
１０
月
１
日
を

「法
の

日
」
と
定
め
、
国
を
挙
げ
て
法
の

尊
重
、
基
本
的
人
権
の
擁
護
、
社

会
秩
序
の
確
立
の
精
神
を
高
め

る
日
と
し
ま
し
た
。

新
潟
地
方
法
務
局
六
日
町
支

局
で
は
、
ン
」
の
「法
の
日
」
の
行
事

と
し
て
、
「く
ら
し
の
無
料
相
談
」

を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
日
時
１０
月
１
日

（水
）

午
後
１
時
～
４
時

●
場
所
六
日
町
役
場
２
階
会
議
室

～
法
務
行
政

・
登
記

・
法
律
相
談
～

●
相
談
内
容

①
土
地

。
建
物
の
売
買
、
相
続
、

抵
当
権
設
定
、
土
地
の
分
筆

・

合
筆

。
地
目
変
更
、
建
物
の
新

築

・
増
築

・
減
失
な
ど
の
不
動

産
登
記
の
問
題

②
土
地
の
境
界
の
問
題

③
会
社
の
設
立
、
役
員
変
更
な
ど

の
会
社

・
法
人
登
記
の
問
題

④
結
婚
、
離
婚
、
養
子
縁
組
や
国

籍
取
得
な
ど
の
戸
籍

。
国
籍
問

題
⑤
地
代
、
家
賃
な
ど
の
供
託
の
問

題
⑥
家
庭
内
、
親
族
間
、
近
隣
間
の

も
め
ご
と

・
悩
み
ご
と

。
い
じ

め

・
不
登
校

・
体
罰

・
不
当
な

差
別

・
虐
待
な
ど
の
人
権
の
問

題
⑦
金
銭
の
貸
借
、
保
証
、
多
重
債

務
等
に
つ
い
て
の
問
題

●
相
談
担
当
者

法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員
、

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士

●
問
い
合
わ
せ

新
潟
地
方
法
務
局

六
日
町
支
局

阻
７
７
２

●
２
１
６
４

●
●
●
●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●
●
●

容
受

入

,レ

こ
Ｌ
と

湯
沢
町
は
県
内
で
３
番
目
に
多

く
外
国
人
ガ
訪
れ
て
い
ま
す
。
（平

成
１３
年
度
）

で
も
、
ま
だ
外
国
人
の
来
訪
に

対
し
、
一Ｐ
惑
い
や
困
惑
か
ら
積
極

´

的
に
応
対
ガ
で
き
な
い
の
が
現
状

´
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

ま
ず
、
文
化
や
生
活
習
慣
の
違

い
な
ど
を
学
ん
で
、
外
国
人
に
親

し
む
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
デ

●
講
師
全

州

館

（チ
ョ
ン
ジ
ュ
カ
ン
）

（新
潟
県
国
際
交
流
員
）

０
期
日
１０
月
９
日

（木
）

０
日
程
年
後
１２
時
３０
分
～

受
付

午
後
１
時
～

・
文
化
や
圏
慣
の
違
い
の
お
話

な
ど

。
ケ
ー
キ
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

。
ち
よ
っ
ぴ
り
韓
国
語
講
座

０
会
場
ナ
ス
パ
一
豆
―
オ
ー
タ
ニ
ホ
テ
ル

０
参
加
費

５
０
０
円

０
参
加
資
格

湯
沢
町
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

し
て
い
る
方

●
定
員
２５
人

・
●
申
込
締
切

１０
月
５
日

（日
）

０
主
催
湯
沢
町
観
光
協
会

０
申
込

・
問
い
合
わ
せ

湯
沢
町
観
光
協
会

，　
ｎ
７
８
５

●
５
５
０
５

※
詳
し
く
は
、
９
月
２７
日

（土
）
の

新
聞
折
込
に
入
っ
た
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
期
日
１０
月
２５
日

（土
）

日
会
場
湯
沢
高
原
ビ
ー
ル

日

□

■
テ
ー
マ

簡
単
な
会
話

・
異
文
化
研
修
会

「
ア

メ

リ

カ

ン

テ

イ

ス

ト

テ

ィ
ー
パ

ー
テ

イ
ー
　
パ

ー
ト

２
」
■
期
日
１１
月
１３
日

（木
）

日
会
場
ナ
ス
パ
一
豆
―
オ
ー
タ
ニ
ホ
テ
ル

国

・

■
テ
ー
マ

会
話
研
修

・
実
地
レ
リ
ス
ン

「実
際
の
場
面
で
使

っ
て
み
よ

つヽ
Ｉ
Ｌ

■
期
日
‐２
月
４
日

（木
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
　
　
　
　
″

次

交
流
会
の

お
国

国

■
テ
ー
マ

異
文
化
交
流
会

「外
国
の
皆
さ
ん
と
、
わ
い
わ
い

ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
イ
ー
」

(5)
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骨粗しょう症健診・予防教室

ご自分の骨密度をきちんと知つて:おくことが大切です
骨粗しよう症の心配のある方もどうぞ。
●時間

①年後 1時 30分～3時 30分

１０
月
２０
日

（月
）
～
２６
日

（日
）

は
湯
沢
町
健
康
づ
く
り
週
間
で

す
。
「生
涯
を
通
じ
て
楽
し
み
な

が
ら
健
康
づ
く
り
」
の
メ
イ

ン

テ
ー
マ
の
も
と
、
今
年
度
は

「自

然
を
大
事
に
人
に
や
さ
し
く
、
ふ

れ
あ
い
が
あ
る
元
気
な
町
を

つ

く
ろ
う
」
を
目
指
し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
計
画
し

て
い
ま
す
の
で
、
大
勢
の
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

す

べ
て
申
込
み
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
お
早
め
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

方

・■1‖ HH‖ Ⅲ■J‖Ⅲ‖H‖‖F

,111111111,1111111,II1111〕 fIII[|||IIII,′ |||II(IIIIIIII111111+111111111111,11

動脈硬化度検査

血圧や血糖値・コレステロール値の高い方、肥満ガ気に

なる方などは、ぜひこの機会に受けてみてとください。血管

の狭窄具合や血管の硬さを知ることができます。  |
0時間
年前 10時 30/刀＼～正午

●対象

成人 (先着 50人 )

0内容
血圧測定と心電図の検査を同時に行います。

●申込期限

40月 17日 (金)              ・

●料金 500円
0会場 総合福祉センター

弔J‖
"“

J‖‖
““
‖‖Ⅲ■■

"‖
‖‖‖‖H‖

“

‖■‖‖‖‖1‖ⅢF

遊びリテーション
～自分も人も元気に 1遊びをとおして楽しみながら～

楽しい遊びをとおして自分も人も元気にさせてしまう

方法を教えます !脳の活性化もはかれます。

●時  間 年前 10時 30分～正午
0講  師 吉原 久美子 氏
0申込期限 10月 17日 (金 )
0料  金 無料

押
二
一一一一一・・二
一一一一一・・二
一一一一一一一二
一一一一一́
・一一一一一一・・・一一一一一一・・・一一一一一一・・二
一一一一一一ヽ
一二
一一一一一一一二
一一一一一・・一一一一一一・・・一一一一一一・・二
一一一一一・二
一一一一一一・・・二
一一一一一・・一一一一一一・・・二
一一一一一・・二
一一一一一・二
一一一一一・・・二
一一一一

一「二
一一一一一・・・二
一一一一・・・二
一一一一・・二
一一一一一一一一一

（．．ｎＨ】・），・

分
〆

日

十
一
一
】
[

０
申
込

・
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

（租
７
８
４

・
３
１
４
９
）

0会  場 総合福祉センター

広報ゆざわ H15。 9.28  (6)



水 中 運 動

0時  間
0対  象
0内  容
0料  金

体験  番な態こ1筑巽野跨f
年前 9時 30分～ 10時 30
温水健康体操教室に参加していない方 (先着 20人)
今行つている温水健康体操教室の体験版て

いす。

無料

0申込期限 10月 17日 (金)     ・
0会  場 健康増進施設温水プール (保健医療センター内)

/

t・
t

子どもおやつクッキング    叱

00寺  間 ①年前 10時 30分～正午       ・
②年後 1時～2時 30分      ヂl

O対  .象 ①・3歳～小学3年生 (先着15人) ご
｀

②小学校4年生以上 (先着20人)i
O内  容 体に良くて自分で作れる簡単おやつ !!(クツキング )

0べ物つて大事だね (お話)      ,^↓
●申込期限 10月 17日 (金)   ・(        rr

:製  褒 然魯福祉センター     のみ託児お!ぁります。
※エプロン・三角巾を持つてきてください。
※保護者の方も同伴で参加できます。

Э

0

じ

渉

i:

9
′
、

導

f一だ

Jヽ

更年期講座「素敵な思秋期を迎えるために」

0時  間 、年後 3時 30分～ 5時
●講  師  イ安田 かづ子氏
0内  容
更年期をどう過ごしていますか。あるいはどう過ごせる
とよいですか。症状に悩まされている方もそうでない方
も、参加をお待ちしています。年頃の女性にあリガちな
尿失禁・・・。その予防体操の紹介もあります。
●申込期限  10月 17日 (金)       ・
●料  金  無料
0会  場  総合福祉センター

(7)



スナツ

こ
の
日
は
、
湯
沢
町
の
元

気
な
高
齢
者
が
集
ま
り
、
湯

沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

で

「敬
老
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
湯
沢
町
に
お
住
ま
い
の

７５
歳
以
上
の
方
で
１
，
０
８

３
人
が
対
象
で
、
そ
の
う
ち

５
０
７
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
デ

今
年
は
、
歌
や
踊
り
の
ほ

か
に
、
劇
団
「乙
姫
」
に
よ
る

交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か

け
る
寸
劇

（写
真

上
Ｘ
窪
佃

わ
れ
、
会
を

一
層
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。

レ

こ
の
日
は
、
湯
沢
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
湯
沢
町
消
防

団
に
よ
る
秋
季
消
防
演
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
員
は
、
ポ
ン
プ
操
法
、

規
律
訓
練
、
放
水
訓
練
な
ど
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て

い
ま
し
た
。

スナツプ

父

「″■→―ェ|:: ■穂
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司

社
会
福
祉
法
人
南
魚
沼
福
社
会

職
員
採
用
試
験

※
す

べ
て
の
職
種
と
も
自
動
車

運
転
普
通
免
許
を
有
す
る
こ

じ

⊂

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

※
資
格
は
、
平
成
１６
年
３
月
末
取

得
見
込
み
を
含
む
。

◎
試
験
日

■
月
下
旬

◎
試
験
内
容

サ

教
養
試
験
、
作
文
試
験

面
接
試
験
、
健
康
診
断

◎
申
込
期
間

１０
月
１
日

（水
）
～
２０
日

（月
）

（申
込
書
は
南
魚
沼
福
祉
会
の
ィ

各
施
設
、
南
魚
沼
郡
内
各
役
場
の

福
祉
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
）

◎
申
込

。
問
い
合
わ
せ

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

み
な
み
園

阻
７
７
３

●
３
１
５
５

◎
職
種

〈
正
職
員
〉

・
生
活
相
談
員

（若
干
名
）

社
会
福
祉
士
又
は
社
会
福
祉

士
受
験
の
資
格
を
有
す
る
者

・
看
護
職

（若
干
名
）

看
護
師
、
准
看
護
師
も
し
く
は

保
健
師
の
資
格
を
有
す
る
者

〈
日
給
制
職
員
〉

。
看
護
職

（若
干
名
）

看
護
師
、
准
看
護
師
も
し
く
は

保
健
師
の
資
格
を
有
す
る
者

・
介
護
職

（若
干
名
）

ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
１
２
級
以
上

の
資
格
を
有
す
る
者
及
び
夜

勤
が
可
能
な
者

第 24回南魚美術協会  会 員展

【日時】

10月 4日 (上)～ 6日 (月 )

午前 9時～午後 5時
(最終日は午後 4時 )
【場所】

塩沢勤労者体育センター

(牧之記念館 隣)

１０
月
上
旬
か
ら
Ｈ
月
中
旬

の
間
、

湯
え
共
同
浴
場
「凸
の
湯
」
協
の
防

災

工
事
を
行
う
た
め
、
駐
車
場

が

利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

「
山
の
湯
」
を
ご
利
用
の
方
は
、
奉

期
臨
時
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

【
聞

い
合
わ
せ
】

産
業
観
光
課

ＴＥＬ

７

８

４

ｏ

４

８

５

０

新
潟
県
弁
護
士
会
に
よ
る
巡
回

無
料
法
律
相
談
会
を
行

い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

な
お
、
相
談
は
―
夫
３０
分
程
度

で
、
お
受
け
で
き
る
人
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
お

申
込
く
だ
さ

い
。

【
日
時
】

１０
月
２４
日

（金
）

午
後
―
時
～
４
時

【
会
場
イ
ド

湯
沢
町
役
場
２
階
痣
接
室

【
担
当
弁
護
士
】
　
　

ヽ

小
対
　
隆

　

　

　

　

ど．

【申
込
】

総
務
課
庶
務
係

ＴＥＬ

７

８

４

●

３

４

５

１

一一一一一

湯
元
共
同
浴
場

「山
の
湯
」

駐
車
場
の
利
用
に
つ
い
て

it``ti 新
潟
県
弁
護
士
会

相談の種類 相談1時間 10月

よろず相談

毎週月曜日から金曜日

9:00～ 17:00
(土 日祝日。年末年始は除く)

専門相談 (予め予約が必要です)

法 律 13:30ヘン16:00
6日 ,14日 ,20日

23日 ,27日

医 療 13:30へ″15:30 1日

痴 果 14:00へ″16:00 15日

公的年金・保険 13:30ヘツ15:30 7日

税 金 10:00ヘン12:00 10日

健康・介護 10:00-16:00 9日

高船者とその家族のよろず相改
新潟県高齢者総合相談センターでは、お年寄

りやその家族の方紀ガ抱える悩みごとや、心配

ごとの相談を無料でお受けして:います。

本ロヨ漿電言舌  025-285-4165
(新潟市上所 2-2-2 新潟ユニゾンプラザ 3階)

新潟県高齢者総合相談センターでは、中高年の方に

役立ついろいるな情報をテレホンサービスでお知ら

せしています。

「肩こり、五十肩解消法」
「借金の解消法」
「介護保険サービスに不満があるときはどうする?」

テ レホ ン サ ー ビ ス
8025-28卜 5550(24時間年中無休)

日

日

日

５

０

６

１

３

１

月

月

月

０

０

１

”

”
”

１

６

１

１

３

月

月

月

０

０

０

日

日

日

(9)



県
福
社
人
材
セ
ン
ダ
ー
で
は
、

人
材
を
終
妥
と
す
る
福
祉
施
設
等

を
対
象
に
、
就
職
希
望
者
の
紹
介

等
の
求
人
相
談
を
行

い
ま
す
。

ま
た
、
福
社
の
職
場

へ
の
就
職

希
望
者
を
対
象
に
、
仕
事
内
容
や

蜂
要
な
資
格
の
取
得
方
法
、
就
職

活
動
な
ど
に
つ
い
て
の
求
職
相
談

を
行

い
ま
す
。

予
約
は
蜂
妥
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

気
軽

に
お

い
で
く
だ
さ

い
。

【
日
時
】

Ю
月
１５
日

（水
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

【
場
所
】

六
日
町
総
合
福
社
セ
ン
タ
ー

（六
日
町
大
字
坂
戸
３
９
９
１
６
）

【
相
談
内
容
】

県
福
社
人
材
セ
ン
ダ
ー
に
よ
る

求
夫
・求
職
相
談
、
資
格
取
得
等
の

相
談
、
登
録
及
び
情
報
提
供

【聞
い
合
わ
せ
】

新
潟
県
福
社
人
材
セ
ン
ダ
ー

′

ＴＥＬ

０

２

５

ｏ
２

８

１

●
５

５

２

３

【
日
時
】

１０
月
十
日

（水
）

午
前
Ю
時
～
午
後
２
時

【
場
所
】

湯
沢
フ
ィ
ツ
シ
ン
グ

パ
ー
ク

【講
師
】

上
村
　
克
彦

氏

（日
本
菌
学
会

・
魚
沼
き
の
こ
の

会
）【持

っ
て
く
る
物
】

昼
食

・
雨
具

・
採
取
用
具
、
参

´
考
書
な
ど

【聞

い
合
わ
せ
】

南
魚
沼
郡
食
品
衛
生
協
会

ＴＥＬ

７

７

３

●

２

１

２

７

る
方

・
郷
土
料
理
に
関
趙
の
あ
る
方

【
内
容
】

・
講
習
会

（午
前
１０
時
～
）

郷
土
料
理
試
作
、
試
食

・
講
演
会

（午
後
―
時
３０
分
～
）

「地
域
ラ
ジ
オ
は
生
活
痣
援
歌
」

Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
衣
送
局
長

山
本
　
安
辛

氏

【申
込
締
切
】

Ю
月
１０
日

（金
）

（先
着
１
０
０
人
）

【参
加
料
】

無
料

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

六
日
町
地
域
振
興
事
務
所

ＴＥＬ

７

７

２

●

２

６

６

２

（内
線
２
２
８
）

学
校
の
概
要
説
明
と
意
見
交
換

【聞

い
合
わ
せ
】

八
海
高
等
学
校

ＴＥＬ

７

７

２

●

３

２

８

１

十
日

（水
）

相
談
員
　
高
橋
　
式
成

杉
本
　
芳
枝

８
日

（水
）

相
談
員

井
熊
　
参
夫

」南

む
´

ミヽ

ヨ

ン

‐５
日

（水
）

相
談
員

高
橋
　
式
成

高
橋
ト
ミ
エ

２２
日

（水
）

相
談
員

『丈夫な筋肉 (転びにくい身体 )づくり』F丈夫な骨 (痛み力くな
くたとえ転んでもB折しない身体 )づくり』の教室です。全身を
動かし、運動後の爽快感を体感しましよう。

【日程】

【参加費】 100円 (申し込みは不要)
【間い合わせ】在宅介護支援センフー T[と 784-3000

橋
本
杉
本

秋
冶
芳
枝

地
域

で
生
産

さ
れ
た
食
材

を

使

っ
た
郷
土
料
理
を
地
域

に
広
め

る
ほ
か
、
観
光
客

に
与
ば
れ
る
郷

土
料
理
を
提
供
す
る
た
め
に
開
催

し
ま
す
。

【
日
時
】

１０
月
１７
日

（金
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

【
会
場
】

魚
沼
サ
ン
テ
ツ
ク
ス
ク
ー
ル

【
対
象
】

・
旅
館
等
で
調
理
に
従
事
し
て
い

一・

八
海
高
校
の
現
状
を
知

っ
て
い

た
だ
き
、
課
題
や
期
待
を
語

っ
て

い
た
だ
く
会
を
開
催
し
ま
す
。
多

数
の
普
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

【
日
時
】

１０
月
８
日

（水
）

午
後
３
時
３０
分
～
午
後
５
時

【
会
場
】

八
海
高
等
学
校
体
有
館

（六
日
町
余
川
１
２
７
６
）

【内
容
】

野

日

（水

）

相

談

員

高
橋
　
式
成

南
要

ミ
ヨ
シ

【
会
場
】

総
合
福
社
セ
ン
ダ
ー

※
時
間
は
午
後
―
時
～
４
時
で
す
。

時
間
中
は
、
電
話

（７
８
４
●
４

１
１
３
）
で
の
相
談
も
で
き
ま

す
。

１０
月

の
行
政
柏
卦

１０
日

（金
）

午
後
―
時
～
３
時

相
談
委
員
　
昔同
橋
　
界

【
会
場
】

湯
沢
町
公
民
館

会  場 期 日 時  間
神立中央会館 (栄町) 14日の 128日の 9:30^ψ  ll :OC
神立中央集会場 (田中) 3日◎ 17日◎ 10 :00ヘン11 :3C
農山村開発センター 6日Θ 20日Θ 10:00ヘン11 :3C
松川生活改善センター 1日⑪ 15日⑪ 10 :00ヘン11 :30
下湯沢公民館 8日⑪ 22日⑪ 10:00ヘン11 :30
□―プウエー事業所 9日⑥ 23日⑥ 10 :00ハV ll :30

総合福祉センター
7日の 21日の
30日⑥

10

10

15-11 :45
15-11 :45

湯沢町公民館 16日⑥ 10: 15ヘン11 :4[

Ｉ
Ａ

月

ヽ
と

日

広報ゆざわ H15.9.28  (10)



～
m鯵 ⑬

～

※問い合わせ 住民課環境生活憫日 784-3453

※問い合わせ 保健センター (総合福祉センター内日 784-3149)

※問い合わせ 保健センター (総合福祉センター内日 784-3149)

区 分 出  し  方 湯  沢  東 湯  沢  西 土 樽 ・ 神 立 三 国 ・ 三 俣
み可  燃 1注)のとおり。 O・ ⑪・○ (13日・29日休み) ⑪・⑥・①

ダ ン ポ ー ル 9日・ 23日 14日・28日 10日・24日 8日・ 22日
紙 類 ・ 布 類

組を十字にかけ

る。 2日 7日 3日 1日
ぺ ・ン トボ ト )レ 16日 21日 17日 15日

空   き  缶 7日ギ 2日 1日 3日
9日空 き び ん 14日 8日 10日

その他の不燃ごみ

不燃ごみ指定袋
に入れる。

袋を二重にしな
いこと。 21日 16日 15日 17日

日 種 目 対 象 時
′
間 ▲
〓 場

申込者 13:50-15:00 総 合 福 祉 セ ン タ ー心 の 相 談 会
l⑪

Iプ ハ   ビ   リ 12:00-16:00 保 健 医 療 セ ン タ ー

2⑥ 1歳 6ケ 月 児 健 診 H14.2月 、3月 生まれ 13:00-13:15 総 合 福 祉 セ ン タ ー

精神に障害をお持ちの方 10:00-14:007⑪ ふ れ あ い サ ロ ン 総 合 福 祉 セ ン タ ー

12:00ヘン16:00 保 健 医 療 セ ン タ ー8⑪ Iプ ハ ビ    リ

10④ 平し
‐
が ん 検 診

幅下・諏訪・愛宕・堀切・湯元・布
場・滝沢・西中・西山・上熊野・下

熊野
13:30ヘン15:00 総 合 福 祉 セ ン タ ー

14⑪ ふ れ あ い サ ロ ン 精神に障害をお持ちの方 1&OQ～ 1400 総 合 福 祉 セ ン タ ー

12100-16:00 保 健 医 療 セ ン タ ー15⑪ 1) ハ ビ 1)

H14.7月 ～ 10月 生まれ、「
・
9:30～  9:40 総 合 福 祉 セ ン タ ー16⑥ 1歳 む し 歯 予 防 教 室

200 骨粗しょう症健診・予防教室 申込者 13:30ヘン16:00 総 合 福 祉 セ ン タ ー

21の ふ れ あ い サ ロ ン 精神に障害をお持ちの方 10:00-14:00 馬群 県

10:30-12:00 総 合 福 祉 セ ン タ ー動 脈 硬 化 度 検 査 申込者

リ   ハ   ビ   リ 12:00-16:00 保 健 医 療 セ ン タ ー
22⑪

23⑥ 動 脈 硬 化 度 検 査 申込者 10:30ヘン12:00 総 合 '福 祉 セ ン タ ー

24④ 遊 び リ テ ー シ ョ ン 申込者 10:30パし12:00 総 合 福 祉 セ ン タ ー

働30～ 1盈00 総合福祉 セ ンター他25① 世 代 間 交 流 事 業 (詳しくは 7ページをご覧ください。)
′i石白 13130-15:30 石  白  会  館270 基本健診結果地区説明会

29⑪ リ   ハ   ビ   リ 12:00-16:00 保 健 医 療 セ ン タ ー

総 合 福 祉 セ ン タ ー30⑥ 乳 児 健 診 H14.12月 、H15.6月生まれ 13:00^V13:15

上熊野・下熊野 13:30-15:30 熊 野 会 館31④ 基本健診結果地区説明会

会 場 。 時 間日 種 類 対 象

7⑪ 麻  し  ん 生後 12～ 90ヶ 月の間に 1回接種
(1歳を過ぎたらなるべく早く受けることが望ましい)

14⑪ 三 種 混 合
1期 :生後 3～ 90ヶ 月の間に 3～ 8週間の間隔で 3回接種
1期追加 :3回目接種後、おおむね 12～ 18ヶ 月おいて 1回接種

21 CD ポ  リ  オ 生後 3～ 90ヶ 月の間に 6週間以上の間隔をあけて 2回接種
(通常は春と秋に接種)

生後 3～ 90ヶ 月の間に 6週間以上の間隔をあけて 2回接種
(通常は春と秋に機種)

保健医療センター内

健康増進施設

14:00～ 15:00

28⑪ ポ  リ  オ

(11)

予防機種の雲ましい

受け方のB霞序
①ツベルクリン・BCG ②ポリオ ③三種混合 ④麻しん ⑥風しん ⑥日本脳炎

◎持参するもの :母子手帳、予診票、受診券、体温計、筆記用具

◎必ず実施時間内においでください。接種料金は無料です。

詳しくは、平成 15年度乳幼児予防接種カレンダーをご覧ください。



日 受 付 時 間 内  科 外  科

4①
12:00  ～ 18:00

18:00～翌朝 6■00

高 橋 医 院 団 784-2410

!―
央.● R二 !苛

=..恭
・
=碗
|―
―囲,721■

'11す

|

日 町

町■

病  院
罪尋|.膨書■日|

50
9:00  ～ 16:00ギ

.18:00～・翌朝6:00

休 日 救 急 診 療 所 囲 7736688
わきttと共和蕊‐巷義院1芭力 ri'1lⅢ

休 日 救 急 診 療 所

|う
.きぐi=大琴口1盗各:湯1院|

1l①
12:00  ～ 18: 00

0018:00～翌朝 6:

中 山 医 院 回 783-5500
.ゆ
―
きな,と夫れ途

Iさ
揺:院Ⅲi園:'77・‐1彦111:

ゆきぐに大和総合病院
.ゅ
:きで正入れi盛i金:轟:撓Ⅲ

120 9100  ～ 16:00
18:00～翌朝 6:00'

休 日 救 急 診 療 所

1本 ■
|1占

‐
町・ 病 
‐
燒||
団 773-6688
.囲772.下 7Ⅲll―

日 救 急 診 療 所

■舌 所|.1矯―:燒・
休

130 9:00  ～ 16:00.18:00～翌朝 0100

休 日 救 急 診 療 所 囲 7736688
1ゆき
!ぐ

に夫和盗合r恭焼iキ :曲守77十二2'ユユ
休 日 救 急 診 療 所

llゅ きiで 1こ扶れ穂合:病隣
―

18①
12:00  ～ 18:00

18:00～翌朝 6:001

川  診  療
■瘤 ■町  病
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院:翻 罷 :■:711■
荒 六 日 町 病 院

其: 日1 競|=病●院■

190 9:00  ～ 16:00
18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所 団 773-6688

ゆきぐに大和総合病院 =題▼宥二‐21■ |

休 日 救 急 診 療 所

`ゆ きぐに
―
大和総合病院
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18:00～翌朝 6:00

中 之 島 診 療 所 囲7820130
1ゅを|でに央:れ総答病―碗II芭,77二 |力111

ゆきぐに大和総合病院

ゆきぐ1と大和1総合病院

260
9:00  ～ 16:00
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休 日 救 急 診 療 所 囲 773-6688
-六 十i母  .町 i恭・ 院

|■ 囲

'72-:-71■

:

休 日 救 急 診 療 所

.六
|‐ 1日.i 町 .病 ‐院i

日曜・祝日⇒休日救急診療所 T[L773-6688
その他の日→魚沼消防本部  TEL 7 8 2-1991

(テレホンガイド)

※脳神経外科の休日救急医療 E〉 斎藤記念病院 砒 773-5111

●保健医療センターでは留時間、救急患者を診療する体制をとっていて、当番にあたっていない日でも対応して
います。もし救急で受診されたい時は、まず保健医療センター (TL 780-∞電)までご連絡ください。
ホームページ (httpi//yuzawamed」 p/)で保健医療センターの利用等についてご覧いただけます。 |

10月の救急診療当番
※問tヽ合わせ

ご
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婚
占
め
て
こ
う
ご
ぎ
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書
寸

９
月
１８
日

　

田
村

　

征
樹

さ
ん

　

（石
白
）

（高
橋
）

る
み

さ
ん
　
　
（川
西
町
）

Ａ
誕
生
占
め
て
こ
う
ご
ぎ
＝
書
寸

８
月
２６
日

　

大
平

　

龍
臣

さ
ん
　
　
（小
坂
、
総

・
有
沙
さ
ん
）

８
月
２７
日

　

高
橋

　

結
依

さ
ん
　
　
（駅
通
、
栄
博

。
理
恵
子
さ
ん
）

８
月
３０
日
　
　
関

　

み
の
り

さ
ん
　
　
含
林
、
正
幸

。
明
実
さ
ん
）

９
月
７
日

　

古
川

　

知
聖

さ
ん
　
　
（中
里
、
健

一
・
房
代
さ
ん
）

９
月
８
日

　

田
代

　

一猛
儘

さ
ん
　
　
（古
野
二
、
雄

一
・
洋
子
さ
ん
）

８
月
３‐
日
　
小
野
塚

今
朝
重

さ
ん

　

（谷
後
、
７９
歳
）

９
月
１４
日

　

中
村

　

ヽヽ
ヽ
ツ

さ
ん

　

（堰
場
、
９４
歳
）

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
ガ
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
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8月届出分 9月 1日現在  価年七と)

出生

死亡

転入

転出

5

4

19

30

男   4,363

女   4,528

5+   8,891

世帯  3,155

(-35)

(-56)

(-91)

(+ 1)

広報ゆざわ H15,9,28  (12)


